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三
菱
マ
テ

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
は
こ
か
、
遮
光
性
を
有
す
る
接

の
ほ
ど
、
新
た
な
無
機
黒
着
剤
な
ど
幅
広
い
用
途
へ

色
顔
料
「
ナ
イ
ト
ブ
ラ
ッ
の
展
開
も
期
待
す
る
。
溶

ク
U
B
|
3」
を
開
発
し
剤
か
低
粘
度
モ
ノ
マ
ー
の

た
と
発
表
し
た
。
可
視
光
分
散
体
の
形
態
で
提
供
す

域
の
遮
光
率
が
従
来
製
品
る
。

4

t7
L
ー
ー
'
-
)
江
コ
J
入
」
J

I
L

イ
ズ
、
ブ
’
ソ
ー
4ド
L
t
廷
J

可
視
光
遮
光
率
い
倍

薪
無
輝
墨
色
醐
料
を
開
発

特
金
ス
ク
ラ
ッ
プ
問
屋
の
富
士
マ
テ
リ
ア
ル
（
本
社
1
1
大
阪
市
浪
速
区
、
西
尾
一
社
長
）
は
S
D
G
S活

動
を
強
化
す
る
。
こ
の
ほ
ど
本
社
と
大
正
倉
庫
（
大
阪
市
大
正
区
）
周
辺
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
た
ほ
か
、

緑
化
活
動
と
し
て
街
路
樹
を
植
栽
す
る
「
大
阪
府
マ
イ
ツ
リ
ー
事
業
」
に
参
画
す
る
。
企
業
イ
メ
ー
ジ
向
上

が
人
材
採
用
に
も
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

を
分
離
・
移
管
し
、
新
会

イ

メ

ー

ジ

向

上

、

採

用

で

成

果

慧

し

て

発

足

し

た

。

年

閻
取
扱
量
は
1
万
述
。
「
前

同
社
は
ニ
ッ
ケ
ル
、
コ
ク
ラ
ッ
プ
を
扱
い
、
太
手
行
っ
て
い
る
。
昨
年
1
0
月
年
並
み
の
数
量
を
維
持
で

バ
ル
ト
、
チ
タ
ン
、
タ
ン
ス
テ
ン
レ
ス
メ
ー
カ
ー
向
に
富
士
興
産
（
本
社
1
1
同
）
き
、
支
え
て
い
た
だ
い
た

グ
ス
テ
ン
な
ど
の
特
金
ス
け
の
納
入
や
貿
易
業
務
を
の
原
料
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
取
引
先
の
皆
さ
ま
に
は
感

富
士
マ
テ
リ
ア
ル

植
栽
事
業
参
画

謝
を
申
し
上
げ
た
い
」
（
西

尾
社
長
）
。

S
D
G
S活
動
は
前
身

の
富
士
興
産
時
代
か
ら
継

続
し
て
い
る
。
地
域
貢
献

活
動
で
は
、
大
阪
に
拠
点

を
置
く
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
・
大
阪
工

ヴ
ェ
ッ
サ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
パ
ー
ト
ナ
ー
を
務
め
、

小
学
校
に
「
大
阪
エ
ヴ
ェ

同
社
は
2
0
1
7年
に

独
自
の
窒
化
還
在
技
術
を

用
い
て
、

U
>透
過
率
が

高
い
無
機
黒
色
顔
料
ナ
イ

ト
ブ
ラ
ッ
ク
U
B
|
1を

開
発
。
2
1
年
足
佳
悶

向
上
さ
せ
た
ナ
イ
ト
ブ
ラ

ッ
ク
U
B
|
2を
開
発
し

た
。
こ
の
ほ
ど
、

u
v透

は
、
熱
硬
化
技
術
や
紫
外
過
率
を
同
等
に
保
ち
な
が

線

(
U
>
)
に
よ
る
光
硬
ら
可
視
光
域
の
遮
光
率
を

化
技
術
で
製
造
す
る
。
光
高
め
た
U
B
|
3を
開
発

硬
化
は
低
温
処
理
が
可
能
し
た
。

で
、
微
細
構
造
へ
の
適
応
光
硬
化
の
た
め
の

u
v

性
や
硬
化
精
度
も
優
れ
照
射
時
間
を
従
来
比
で
半

る。
E
d上
寸
頃
7

tJり忘
H
'

」
こ
分
以
下
こ
領
宿
す
る
こ
と

g
G

S
酒

動

を

箆

ッ
サ
ノ
ー
ト
れ
ん
ら
く
康
経
営
の
取
り
組
み
で

ち
ょ
う
」
を
毎
年
寄
贈
し
は
、
健
康
社
食
サ
ー
ビ
ス

て
い
る
ほ
か
、
倉
庫
を
構
や
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
利
用
補

え
る
大
正
区
の
中
学
校
に
助
な
ど
実
施
し
、
全
社
員

は
9
月
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
で
年
間
20日
の
有
給
休
暇

ー
ル
を
寄
贈
し
た
。
消
化
l
o
0％
を
達
成
す
核
融
合
炉

9
月
1
9
日
に
は
本
社
と
る
な
ど
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
ト
ア
ッ
プ
の

大
正
倉
庫
周
辺
の
清
掃
活
バ
ラ
ン
ス
の
充
実
に
努
め
ュ
ー
ジ
ョ
ン

動
を
実
施
し
、
「
近
場
だ
け
て
い
る
。
京
都
中
央
区

で
な
く
広
く
清
掃
し
、
感
来
春
に
は
高
校
生
新
卒

C
E
O
)
ほ

謝
の
声
も
掛
け
て
い
た
だ

1
人
の
入
社
が
内
定
。

2

大
学
と
核
幽

い
た
。
こ
ち
ら
の
活
動
も
年
津
穣
の
新
卒
採
用
と
な
築
に
向
け
ゃ
ハ

引
き
続
き
定
期
的
に
継
続
り
、

S
D
G
S活
動
が
人
始
め
た
と
卒

し
て
い
く
予
定
だ
」
（
同
）
。
材
確
保
に
つ
な
が
る
成
果
融
合
の
社
＾

さ
ら
に
新
た
に
緑
化
活
動
も
上
げ
て
い
る
。
け
、
実
現
し

と

し

て

、

大

阪

府

に

街

路

"

‘

過

程

に

お

い

樹

を

寄

付

す

る

「

本

阪

府

黄

銅

削

り

粉

蒻

る

哲

学

マ

イ

ツ

リ

ー

烹

茉

」

に

応

的

論

点

の

瞑

買
値

24円
上

げ

募

す

る

。

樟

栽

し

た

街

路

進

め

る

。

栂
は
社
名
入
り
の
樹
名
日
本
伸
銅
1
2
1
3円
同

社

は

核

プ
レ
ー
ト
が
取
り
付
け
ら
日
本
伸
銅
は
2
4
日
、
黄
る
2
0
3
0

れ

る

。

銅

削

り

粉

の

購

入

価

格

を

発

電

を

目

詣

こ
れ
ら
S
D
G
S活
動
キ
ロ
2
4
円
引
き
上
げ
l
2
核
融
合
の
社

は
、
社
外
か
ら
コ
ン
サ
ル

1
3円
に
改
定
し
た
と
発
け
て
技
術
的

タ
ン
ト
を
招
き
、
定
期
的
表
し
た
。
月
閻
平
均
は
1

く
を
ク
リ
ア

に
行
う
全
社
員
参
加
型
の17
3
•
2

円
。
購
入
条
件
る
が
、
哲
学

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
た
は
工
場
持
ち
込
み
渡
し
、
点
で
の
研
究

意
見
か
ら
実
現
し
た
も

1
2
0日
手
形
ベ
ー
ス
、
行
わ
れ
て
い

の
。
そ
の
一
棗
で
あ
る
健
油
水
分
最
大
。
•
8
%
。
核
融
合
ほ

s
w
e
C、
特
別
講
演
会
開
く

芝
浦
工
大
・
ヤ
ン
マ

l
H
D
と

「
超
多
様
性

ジ
ー
と
は
」
｛

swcc. 

会
長
や
芝
蒲

s
w
C
Cは
芝
浦
工
業

E
I
（
多
様
性
・
公
平
性
朋
子
副
学
長

大
学
と
1
2
月
に
芝
浦
工
大
・
包
摂
性
）
と
技
術
の
掛
演
を
行
う
ぼ

豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
（
東
京
け
合
わ
せ
に
よ
る
イ
ノ
ベ
動
“
の
テ
ク

都
江
東
区
）
で
、
ヤ
ン
マ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
体
験
多
様
な
ヒ
ト

ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
を
的
に
学
ぶ
と
と
も
に
、
科
＇

テ
ス
ト
こ
坦
え
寺
測
溝
寅
学
支
雨

D
皓
歩
•
発
懇
」
ィ
ス
カ
ッ
シ

ヘ
リ
カ

核
謙福
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倉科 佐和子
線

倉科 佐和子
線

倉科 佐和子
線

倉科 佐和子
線

倉科 佐和子
線

倉科 佐和子
線




